
 

1 
 

会 議 録 

会議の名称 第２回（仮称）みどりの南小学校、みどりの南中学校   

開校準備委員会 

開催日時 令和４年８月 22 日（月） 開会 18：30 閉会 20：30 

開催場所 つくば市役所 本庁舎２階 職員研修室 

事務局（担当課） 教育局 学務課 

 

出 

席 

者 

委員 

 

 

井上拳吾、金子朋子、本田千鶴、松本麻衣 

谷池真彦、木之内富美代、別府孝泰、松本智加 

牧野祐一、谷山友香 

事務局 教育施設課課長鈴木聡、学び推進課指導主事原野智子 

学務課課長下田裕久、学務課課長補佐川又文江 

学務課係長中山美希、学務課主任工藤麻貴 

学務課主任篠原周平、学務課主事白土直也 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 0 人 

非公開の場合はその理由  

議題 １ 校名案の選定方法の検討及び決定 

２ 校章案の選定方法の検討及び決定 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

会

議

次

第 

１ 開 会 

２ 議事 

（１）校名案の選定方法の検討及び決定 

（２）校章案の選定方法の検討及び決定 

３ その他  

４ 閉会 

 

 ＜審議内容＞ 

１ 開会 

事務局：お時間となりましたので始めさせていただきます。本日は大変お忙し

い中お集まりいただきまして、誠にありがとうございます。ただいまから、
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第２回（仮称）みどりの南小学校、みどりの南中学校開校準備委員会を開

催いたします。議事に入ります前にお願いをいたします。本日の委員会は、

AI による議事の文字起こしを自動で行うシステムを使用しております。こ

のため、大変お手数ですが、ご発言の際は必ずマイクをご使用くださいま

すようお願いいたします。マイク下のスイッチを押していただき、マイク

中央部のランプが青く点灯しましたら、使用できますので、よろしくお願

いいたします。議事の進行につきましては、委員長にお願いしたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

２ 議事 

委員長：それでは議事を進行させていただきます。どうぞよろしくお願いいた

します。傍聴者の確認からなんですけど、本日傍聴の方はいらっしゃいま

すか。 

事務局：傍聴者はいないです。 

委員長：いらっしゃらないようなので、進めていきたいと思います。本日の議

事は、校名案、校章案のスケジュール、公募についてです。配付資料につ

いて、それぞれご説明いただきたいと思います。 

事務局：ありがとうございます。そうしましたら、お手元の資料の方をご覧く

ださい。まず最初に資料１の方から説明させていただきます。資料１につ

きましては、校名案、校章案の選定スケジュールの案という形で作成させ

ていただいております。今回第２回８月 22 日ですね、校名案と校章案の検

討、決定という形で、案の方を資料１で提示させていただいているんです

けども、ポイントとしましては、校名案をまず決定して、その後に校章案

の方に入っていく形になります。こちらの案の方は校章案を公募する場合

の案として作らせていただいています。校章案の公募の際に選定された校

名案をイメージして、デザインの方を作成できるというところがポイント

になっています。校名と校章の決定までの流れなんですけども、選定スケ
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ジュールの通りの場合になりますが、校名の決定までの流れとしては、ま

ず初めに公募を実施して、校名案を何点かに絞ります。次にその校名案候

補を基にアンケートを実施し、開校準備委員会において新しい小・中学校

の校名を１点選定していただきます。準備委員会で選定した後、つくば市

議会及び教育委員会に諮り、そちらの方で可決された後に校名は正式に決

定となります。校章の決定については、公募デザイン化及びアンケートを

経て、最終的に開校準備委員会で選定していただいたものが、校章として

正式に決定となります。資料の方めくりまして、参考資料という形で、こ

ちらの方は研究学園の方で校名案の公募をした際に実際に使用した資料、

応募用紙となっています。項目としては小学校と中学校の名前、あと学校

の名前にした理由、何年何組、お子さんの名前という形で、表面が１年生

から３年生用で、裏面が高学年用になっています。本日の会議の協議内容

になるんですけども、まず決めていただきたいのが資料１の方を参考にし

ていただいて、校名案と校章案の選定スケジュールという、大まかな部分

を決定していただきたいと思います。こちらの方が決まりましたら校名に

ついてということで、公募の対象なんですけども、今、みどりの南の委員

会の方では、地区の皆様の方に広く意見の方は募集しているんですけども、

今のところは地区の方からの意見というのは１件も出てはいないんですけ

ども、例えば対象はみどりの学園と谷田部南小学校に就学のしている児童

生徒、あと保護者、プラス意見募集をしている上なので同学校区在住の未

就学児童のいる世帯であったりとか、対象拡大例としてつくば市在住者ま

でに広げるかどうか。こちらの方を協議していただきたいと思います。そ

の方法なんですけども、応募用紙、紙であったりとか、電子申請等、イン

ターネットを使って応募の方をしていただいたりとか、対象の範囲を踏ま

えた上で決定していただきたいと思います。公募の期間の方は、参考まで

に来年開校の香取台の方は８日間で、研究学園の方は７日間という形で公
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募の方は実施させていただいています。また小学校と中学校がみどりの南

はあるんですけども、そちらの校名の方を応募用紙で公募する際に同一に

してしまうのか、それとも研究学園のこの応募用紙のようにバラバラに公

募するのか、そういったところも決めていただきたいと思います。続きま

して校章についてなんですけれども、こちらの方は、まず公募するか、公

募しないかというところ。公募する場合っていうのは児童生徒さんたちに

校章のデザインを公募して、そのパーツっていう部分を集めて、どなたか

にデザイン制作の方を依頼させていただいて、完成した何点かのデザイン

の中からまたお子さんとかからアンケートを採るという形を取るのか、例

えば校章案の方を公募しない場合となると、例えばどなたかに完成された

デザインを作っていただく。どなたに依頼するのかっていうのは、委員会

の中で誰に依頼するか決めていただくか、または事務局の方に、誰かにお

願いするように一任するのか、という形になります。資料１の通りの選定

スケジュールでいくと、校名案を決めた後に校章案という形になると、ま

だ校章案の公募に入るのが第４回と第５回からになってくるので、こちら

の方は公募する場合は公募対象とか期間とかの方は今日決めなくても、次

回以降の検討でも大丈夫ですので、まずその公募する、しないというとこ

ろをご協議いただければと思います。資料についての説明は以上となりま

す。 

委員長：はい、ありがとうございました。それではまず、校名案の方からです

ね。資料１を見ながらですけれども、スケジュール案はこれでどうですか

ね。問題があるのか、異議があれば教えていただきたいし、これでよけれ

ばこの通り進めていきたいと思うんですけどもいかがですかね。人数も少

ないんでざっくばらんに、はいどうぞ。 

委員：結構期間が短いかなというふうに思ったんですけれども、例えばその学

校の、この対象が生徒だったり、その地区の世帯の人たちから、つくば市
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の在住者に広げる時のタイミングというか、延びちゃうのかなっていうの

がちょっとあったんですけれども、どのあたりのタイミングでいくんでし

ょうか。 

委員長：公募方法ですよね。どれだけこう、一気に周知できるかっていう。答

えるのは多分そんなに大変じゃないと思うんですよね。例えば学校だけだ

ったら、ペーパーベースで書いてもらって、一気に書いてもらったりとか、

あとは地域だったら、緊急メールとか、ホームページなんかで周知できる

けど、つくば市全体ってなった時に、その短時間で、公募実施について周

知できるのかっていう疑問がある。どうですかね。 

事務局：事務局です。例えばホームページの方に募集してますというような形

で、そのポスターじゃないですけども、そういったのを作って例えばつく

ば市在住とかにするのであれば、入力の際に今住んでいる場所とかを入力

していただいて、募集とかにはなります。あとはつくば市のツイッターで

あったりとか、フェイスブックの方も利用させていただいて周知するよう

な形にはなるのかなと思います。 

委員長：何でしたっけ。つくスマってありますよね。ああいうのとかだけどわ

ざわざ見に行かないと情報が得られないんじゃないかなっていう心配があ

りますよね。対象はどうですかね。この順番でいくと対象をまず考えるん

ですけど、みどりの学園と谷田部南小に就学している児童生徒、保護者そ

れから、同学校区在住の未就学児童のいる世帯っていうことになっていま

すけど、ここに限るのか、広げるのかっていうことをちょっと考えていた

だいて、広げるんだったら様々な方法で周知しないと、せっかく広げるの

にもったいないですもんね。どうですかね。対象はどうお考えですか。広

げた方がいいのかな。それとも、この私たちの地域に限った方がいいです

かね。 

委員：ちなみに香取台と研究学園って公募しているかと思うんですけども、応
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募数ってどのくらいあったかわかりますか。 

事務局：はい、事務局です。研究学園の方の例ですけども、公募の全体数、総

合は 451 票ありまして、内訳としましては、学園の森の児童数が 348、学

園の森の保護者さんは 50 です。学園の森の新一年生、新入学児童と保護者

さんの合計が７票。つくば市在住の方ですね。一般が 46 票になります。 

委員：ありがとうございます。 

委員長：46 票のために何かこう、広げて大変なのかなっていう気もしますし、

広げて、たくさんの意見を取るのもいいかなと思います。他にいかがです

か。はい。お願いします。 

委員：アイディアとして例えば、JAXA の衛星の名前を公募するとはレベルが大

分違うと思いますけれども、その公募を出して、採用された方には何か記

念品が、というのを見た記憶があるんですけれども、小学校、中学校で記

念品は難しいかもしれないですけど、何らかのインセンティブと、イベン

ト性みたいなものを加えると多様な意見が出てきたりしないかななんて思

いました。 

委員長：幅広く公募するっていうことで。 

委員：それも良いのかなと思います。 

事務局：事務局です。今のご意見ですが、少し難しい部分があるかなって思う

のは、校章とかデザインをイメージしてもらうと、１つのデザインを出し

てもらって、１人に選ばれるということであれば、賞品を贈呈するという

のもあると思いますが、このスケジュール見ていただいて、子供たちとか

保護者さんとかから書いてもらった時に、基本的に名前が１つだけってこ

とにはならないです。この後、委員会で次のアンケートをやるために絞り

込んでもらうってことは、名前が多い案を２つ、３つ選んでもらうことに

なるので、何人も書いたものを選んで、そこからまた最後にアンケートを

採って、多いものに決まるということになると、出した人全員にプレゼン
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トっていうのは難しい部分があります。この題に合う絵を書いてください

って言って、誰か１人のものを選ぶのであれば賞品か何かってことは考え

られるんですけど、今までのパターンでいくと、皆さん色んなのを書いて

きて、それをアンケートするために 10 個に絞りましょうってなると、多い

ものから選ぶので、そうなると１人出した人にっていくのとはちょっと違

っちゃうので、賞品とか何かってのは、校名の部分では難しいというのが

考えられますかね。 

委員長：どうですかね。あとは、幅広く公募するか。私たちの地域で考えてい

ただくかっていうことだと思うんですけど、どうですかね。 

事務局：やり方としてですね、児童生徒さんと保護者さんですと、児童生徒さ

んに紙をお渡しするので、学校のホームページなり、緊急メールでお知ら

せしてもらって、こういうのをやりますよっていう紙が届くことでわかる

と思いますが、一般の人には研究学園の時も同じですが、ホームページに

みどりの南の専門のページができるので、そこでお知らせするっていう形

しかないかなと思っています。チラシか何かっていうことになると、どこ

に掲載するっていうパターンが出てくるので、いろんな人には見てもらい

たい部分もありますが、場所と選択方法がちょっと難しいかなっていうの

があります。これまでに区会回覧っていうのもやりましたけど、区会に入

っていない方が多いので、もうどうにもならなくなってしまうので、もし

一般の方であれば、今回ですとホームページに載せるとかっていう形にな

ると思います。ただ本当に保護者さんと児童生徒さんであれば、学校のホ

ームページなんですけど、今回ここに書いてある通り、未就学児って書い

てあるのは、前回皆さんにお話させていただいた通り、幼稚園とか保育園

しかお子さんがいない方が委員になりたいということについて、委員でな

くとも、その代わりとしてホームページで意見を募集すればいいんじゃな

いかっていうことだったので、それでいくと意見を募集している方には校
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名も募集をかけなきゃいけないかなと思いますので、そのパターンでいく

とホームページには校名の募集を載せるので、対象を市内在住に広げて書

くのか、ここに書いてある通り、今回の学校区に係る在住の方だけから意

見をいただくパターンになるのかどうかですかね。ホームページには各パ

ターンとすればっていうことになると思うので、そのあたりを含めて考え

てもらえればとは思います。 

委員：学校の裏のカスミで準備委員会のポスターを見かけたんですけれど、そ

れに、付け加えじゃないんですけど、私的にはつくば市在住の方まで広げ

ちゃうと、すごく大きいし、良いかなと思う反面、大きすぎて、いろんな

事務手続きとか今のどうやって募集するかを考えるとっていうところがあ

るので、でも、このみどりの学園と谷田部南小学校に学校に通っていなく

ても、地域にお住まいの方、例えばボランティアでお手伝いしてくださっ

ている方とかもたくさんいらっしゃいますので、そういう方には何らかの

方法で、そのカスミに貼ってあるポスターに一言、今は校名を募集してい

るのでホームページを見てくださいみたいなお知らせを一筆書いて、見か

けるか、見かけないかについては、私はたまたま見かけたのであれなんで

すけど、そういった感じでいいのかなあと思います。それで気付いた方が

応募したいな、応募しようかなというのでいいのかなと思ったんですが、

はい。大きくしすぎるよりも、ただ地域の方には、やっぱりボランティア

してくださって関わってくださっている方もいらっしゃるので、そういっ

た方は取り込んでじゃないですけど今後のためにも、いいのかなと思いま

す。 

委員：私も今の意見に賛成で、ゆくゆくは通うことになる学区の、みどりのと

谷田部南小さんのお子さんたちがいらっしゃる保護者の方、それからもち

ろん児童生徒、あと地域の方も何らかの形でこれから協力をいただいたり

することもあるかと思うので、全員に周知は難しいかもしれないんですけ
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ど、何らかの形でそのあたりは、周知して意見を集められれば、もしかし

たらそこからいい案が出るかもしれないので、完璧ではないかもしれませ

んけれども、そういう形でやるのもいい案かなと思います。あとはスケジ

ュールを見た時に、先ほどもご意見ありましたが、なかなかこうタイトで

はあるのかなという感じもしますので、あまり広げ過ぎて、延びてしまっ

た後いろんなことが詰まってしまうよりは、ある程度このスケジュールを

見ながら進められることも大切なのかなと思います。はい、以上です。 

委員長：ありがとうございます。いかがですかね。流れ的には幅広くっていう

んじゃなくて、私たちの地域にきちんと周知して、地域で考えていくとい

う形でよろしいですか。対象については、現在、みどりの義務教育学校、

谷田部南小学校に就学している児童生徒と保護者、同学校区在住の未就学

児のいる世帯と協力してくださっている、この谷田部南小とみどりのの地

域の方っていうことですよね。それでよろしいですかね。対象は決まりま

した。方法ですけども。事務局の方でも今の学校は紙ベースでっていう話

もありましたし、あとは、電子申請の方が良いっていう地域の方もいらっ

しゃると思うので、なるべくやり方は多種あった方がいいと思うので、紙

プラス電子っていう形で、公募をお送りいただくっていうことでよろしい

ですかね。それ以外に何かあれば、ないですかね。紙と電子デジタルぐら

いですよね。はい。両方使ってやるということで事務局の方にはお願いし

たいと思います。これ、ホームページとつくスマと例えば市長のフェイス

ブックで上げるとか、いろいろありますよね、やろうと思えば。妥当かど

うかわからないですけど。だけど、取りに行かなければ情報が得られない

方法では、多分周知しきれないと思うので、できる限り、考えていただい

て、デジタルを使って、私たちの地域に周知をしていただける方法を考え

ていただければと思います。次に期間について、これは公募の期間って考

えていいんですよね。公募期間ですけども、参考で香取台が８日、研究学
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園が７日とありますけども、こう見てどうですかね。これは短いと思うん

だけど。公募期間で周知の期間があって実際に書くのが、実際に書いたり、

送ってくれるのが、これぐらいって考えですかね。どうなんですかね、２

週間ぐらいあった方がいいのかな。ただ全体のスケジュールを考えると、

そうもいかないのかもしれないけど、告知する期間があって、それと別に

書いて送ってくださる期間を取ったほうがいいですよね。どれぐらいが取

ったらいいですかね。 

委員：周知させる期間と、応募する期間を分ける必要性というのはありますか。

通常だと、こういうのがあります。応募してください。今、周知期間と公

募期間というのは重なるもの。 

委員長：うん。そうですね。今考えて思いついたから送るっていうのもあるし、

急に言われても考えられない、色んな情報を得て書きたいなっていう子供、

保護者、地域の方もいるかもしれないので、かっちり決めずに、これだけ

取るっていうというのは。 

委員：多分今のご意見は、今度こういう名前を公募するので、考えてみてくだ

さい。いつまでが締め切り期間ですということで、一気に出すというか、

わざわざ公募期間と書く期間を分けるっていうのではなくて、この日に周

知しました。期限はここまでですっていうふうに取れるといいかなという

ことなのかなと思うんですが、私もそれでいいのかなと思います。 

委員長：そうすると、資料１のスケジュール案で、公募実施が９月の上旬で、

第２弾でアンケート実施するまでに１ヶ月あるので、その期間で周知、そ

れからご意見いただくっていうことで１ヶ月あれば大丈夫ですかね。どう

ですか、妥当ですかね。はい、お願いします。 

委員：この校名案と校章案は別々にしないと駄目なんですかね。名前募集した

けど、校章も後々考えるっていう方もいらっしゃると思うので、同時進行

で両方募集しちゃえば、こっち側が事務手続きが面倒くさいとか考えると
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か絞り込みがややこしいのかもしれないんですが、その分、考えられる期

間と、同時進行にしちゃえば募集する期間が長くできるのかなと思ったん

ですけど、どうかなと思ったんですがいかがでしょうか。 

事務局：以前そのパターンをやったことありますが、なぜ今この資料１のパタ

ーンにしているかというと、例えば、名前を A とか B とか C とか D とか考

えますよね。同時にやると校章案は自分が A の校名案を思いつくと A につ

いてデザインを書いてくるわけですよね。でもこれが選ばれませんでした。

というと、この A と思って書いてきた人のデザインって使われなくなる可

能性が高いんですよね。でも、この今回のスケジュールは名前がこれに決

まりました。皆さんこれについてデザインを書いてきてくださいっていう

と、いっぱいのアイディアの中から、選ぶことができるとは思うんですけ

ど、同時になると、１人１つぐらいにしか書かないので、例えば５種類が

挙がったら、２つが次のアンケートに選ばれると残り３つが省かれちゃう

ので、その書いてきたデザインが採用されなくなってしまうので、数が減

るというのが考えられるかなということ。同時進行だとそれぞれの思った

名前のデザインは書いてくるけど、校名が決まってからだと、同じ思いで

デザインを書いてくれるっていうのがあるのかなって思います。このパタ

ーンを提案させていただいたんですけど、どうですか。 

委員：なるほどと思ったんです。そういう意見はあるんだなっていうのと、や

っぱり名前を考えてからきちんと校章を考える方がそれぞれがきちんと形

になるのかなとは思いました。はい。 

事務局：事務局です。先ほどの説明の中で、この校章について、今回、デザイ

ン公募の実施って書いてある今までのやり方というのは、例えば A ってい

う名前に決まりました。それに思い浮かぶデザインを書いてくださいって

子供たちからとか、皆さんから書いてもらって、いっぱい集まったものに

ついて、次の段階として教育局の方にお任せいただいてこちらで選んだ人
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が作るのか、さっき言った皆さんの中なのか皆さんの知り合いの方がデザ

インするかっていうのをその次に選ぶんですけど、その方にものを全部お

渡しして、部品取りしてもらって作るっていうパターンですとこのスケジ

ュールなんですけど、デザインする方に一括でお任せしてしまいますとい

うことになると、名前だけ公募っていうパターンになるので、そこについ

ては考えなくも良いということになります。子供たちや皆さんからデザイ

ンを書いてもらって、それを元に、校章のデザインを今度誰かに頼んで作

ってもらうってことになると、最初に同じ向きを向いていた方がいいのか

なっていうのがこの流れなので、それがなければ、校章の方が全く関係な

いスケジュールになりますから、そこも影響するかなとは思いますね。 

委員長：ありがとうございます。まず、公募の期間ですけども、８日とか７日

とか決めないで、９月上旬に公募実施で、公募の締め切りを９月下旬って

いう感じでも、そういうのでも大丈夫ですか。この集中して７から８の日

数の中で書いてねっていうやり方じゃなくても大丈夫ですか。 

事務局：事務局です。こちらの方で９月上旬から中旬っていうことで、指定さ

せていただいたのが、例えば中旬で締め切りさせていただいて、次回の委

員会の方は９月下旬を予定しているんですけども、ここまでにこちら事務

局の方で集計をして、その上で資料の方をそこから作成することになるの

で、例えば９月下旬までをアンケート期間としてしまうと、こちらとして

もなかなか資料の準備が難しくなってしまうので、調整を含めて公募の方

は９月中旬までとさせていただいています。 

委員長：そうすると、どんなに遅くても９月の１週目ぐらいには、学校始まっ

て１週目ぐらいにはもう公募が始まらないと難しいですよね。だから欲を

言えば、授業開始の９月１日に子供に渡して、地域の人にも公募をかけら

れれば、中旬ぐらいまでだったら何とかなるんじゃないかと思うんですけ

ど。 
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事務局：９月の上旬までに周知なり、公募の準備なりを進めて、９月に入って

周知と公募の方を進めていくという形ということですか。 

委員長：子供は紙だからこういうふうにやりますよって言って取り組めると思

うんですけど、一般の人への周知って、１週目では無理ですかね。これで

このスケジュールでお願いしますってなった時に、始まりがどの辺なのか

なっていう心配があって。 

事務局：事務局です。そうしましたら例えばその９月１日から公募をするって

いうことで９月の下旬まで、公募の方を実施するという場合であれば、例

えば９月１日から９月 23 日ぐらいまでで、公募を実施させていただいて、

こちらの第３回委員会の予定の方が９月下旬という形で記載させていただ

いているんですけども、こちらの方を 10 月の第１週目あたり、10 月の１

週目あたりにずらした上で、その上で 10 月１週目の委員会の後、できるだ

け早くこちらのアンケート実施の方をさせていただいて、第４回を 10 月下

旬に合わせていくっていうような方法もあるんですけどもいかがでしょう

か。 

委員長：異議なしです。 

事務局：ちょっと公募の方は長くなってしまう部分、アンケートの方は数ある

中から選ぶだけにはなるので期間の方も短くなってしまうんですけども、

それで第４回を 10 月下旬に開催していければなとは思うんですけども、再

度確認なってしまうんですけどもそういった形でもよろしいですか。 

委員：１件だけよろしいですか。このアンケートっていうのは、最終的には、

通っている子供たちに選んでいただくアンケートですか、それとも、これ

もまたある程度広く採るという形ですか。 

事務局：事務局です。はい。こちらのアンケートの方も同じように、準備委員

会の中で、例えば対象を公募の時と同じにするのかとか、期間の方とかも

ちょっと短くなってしまうんですけれども、そういった形で決めていただ
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ければと思います。 

委員長：最終アンケートは広くというか、最初に公募をかけた人たちも含めて

やっていただくか、学校の児童生徒、保護者あたりでやるかっていうこと

なんですけど、どうですかね。 

委員：よろしいですか。せっかく公募するので、せっかく同数であれば、また

その地域の方に最終的にアンケートを採って、ちょっと短い期間にはなっ

てしまうかもしれないですけども、アンケートを採るような形で、逆にア

ンケートの期間も例えば最初の時点で 10 月上旬ぐらいを予定してますよ、

中旬ぐらい予定していますよっていうお話をしておけば、ある程度応募し

た方については興味持っていただけるのかなと思うので、そういった形で

進めて、パッとアンケートを採って、10 月の下旬に決められるようなイメ

ージがいいのではないかなと思います。 

委員長：はい、お願いします。 

委員：このアンケートっていうのは、内容的にはどんな感じのアンケートにな

るんでしょうか。絞り込んだ案がある程度出て、それに対して、どれがい

いかっていう感じですかね。 

事務局：事務局です。第３回の委員会の中で公募を実施した後に、何票入りま

したみたいなものを参考に、委員の皆様でどれでアンケートを採るのか、

またその何案に絞ってアンケートを採るのかっていうのは委員会の中で決

めていただきたいと思います。 

委員長：よろしいですか。イメージはそんな感じみたいですけど。 

事務局： 事務局です。今回この１日から 23 日の中、この新しい学校の小学校

と中学校でどういった名前がいいですかってこのアンケート用紙をお出し

してやりますよね。そうすると子供たちと保護者が皆さん書いてきます。A

とか B といろいろで、その最後の週に集計をした時に、どういった名前が

出てきたかは蓋開けてないとわからないですね。その時に、票が飛び抜け
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て多いのが３つぐらいになるのか、３つ目と４つ目はちょっと差が少なか

ったっていうふうに出るのか、やってみないとわからないですけど。それ

で次にこの中から最終的に皆さんはどれがいいですかっていうのを聞くの

がアンケートなので、例えば香取台ではこういうふうに募集をしておいて、

どれがいいですかって丸をつけてもらうとかっていうことになるので、そ

れは５個にするとか、10 個まで広げるのかそれは皆さん次第なので、何点

に絞るかどうか、結局その上がってきた結果を見ないとわからないと思い

ます。その１つに対して何票上がってきたのかとかもあると思うので、上

がってきたものが実際、例えば子供が多かったけど大人は違ったのが多か

ったとかいろんなものがあると思うので、それを見た上で、次のアンケー

トを最終決定する、アンケートというか最終決定でどれがいいかっていう

のをやってもらうしかないなと思うので、それはその時ですかね。 

委員：質問です。アンケートを採った上での最終的な決定は多数決になるんで

すか。 

事務局：はい、事務局です。今お話した通り、例えば、仮に５個でやったとし

ますよね。５個でやった時に、それが１位から５位まで綺麗に順位付けで

きるのか、１位が２つ、同数でしたってなるのか、１票違いでしたかって

なるのかは、やってみないとわからないんですけど、最終的にそのアンケ

ートの結果をもとに決めるのは、皆さんに決めていただく形です。ただ、

先ほど一番最初にお話させていただいた通り、校名についてはちょっと申

し訳ないですけど、ここで決まったものが即決定というわけではないです。

準備委員会として最終候補はこれですっていうのを決めていただいた上

で、最終的には議会で決定します。今、別でやっている来年４月に開校す

る香取台と研究学園の名前も同じように準備委員会で最終候補を決めてい

ただいて、来月、９月の議会で可決されるかどうかっていうことなるので、

同じ状況でいけば、このみどりの南も来年の９月の議会で決まるかどうか
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っていうことには最終にはなります。アンケートを採った結果でどの最終

候補にするかは皆さんで決めていただく形にはなります。 

委員長：ありがとうございました。スケジュール、公募対象、方法、期間まで

含めて、これは大丈夫ですね。小・中の校名を同一にするか。だから、仮

称みどりの南小・中って仮称がついていますけどそんなふうになるのか。

小学校は小学校で、中学校は中学校で全く違う名前で、公募するのか。と

いうところです。ご意見をお願いします。 

委員：この名前ってやっぱりその地域の何でしょう、由来だったり、裏にある

エピソードだったりっていうのが盛り込まれている場合が結構あるかと思

うんですけれども、やっぱり近いところに、ほとんど一緒のところにある

ので、私は名前は一緒の方が地域の皆様の愛着とかも考えるといいのかな

っていうふうに思います。 

委員：私も小学校・中学校は名称が一緒の方がいいかなと思います。ただ１つ

確認なんですけども、現在、谷田部南小学校は輝翔学園という枠の中に入

っていると思うんですけども、こちらについてこの新しくみどりの南小学

校、中学校を頭とした、仮称ですけどもみどりの南小と谷田部南小で、ま

たこういう同じようなグループを作るのか、それとも、もうそれはもう別

にするのか。要はその何とか学園というところまで決めるのか、学校名だ

けなのか、そこはどのようにお考えでしょうか。 

事務局：はい、事務局です。今言われたのは小中一貫の教育の問題だと思いま

すが、その小中一貫はこのまま引き続きますので、新しいこの今回学校区

でいくと、みどりの南の小学校と中学校と谷田部南小の２小１中で、同じ

学園の小中一貫にはなります。学園の名前については、それは皆さんでは

なく、教育局の方で考えるようになると思います。なので、皆さんの中で

は、その新しい小学校と中学校の名前を考えていただければなと思います。

あくまでこの新しい学校が開校すると、谷田部南小は谷田部中の学校区で
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はなくなりますので、そのグループから外れる形ですかね。 

委員長：学校名だけということですね。ありがとうございます。別々がいいっ

ていう人いますか。例えば、SDGs 東京みたいな小学校とみどりの南中って

ね、同じ敷地内にあったらちょっと、それもいいかもしれないけど、どう

ですかね。はい、どうぞ。 

委員：はい。学校のレイアウトにもよると思うんですけども、その校門が１ヶ

所なのかとか、全く小・中で別なのかとかにもよって、その看板付けると

ころだったりとかあると思うので、その辺ってどんな感じなんでしょうか。 

事務局：敷地内に入る入口に関しましては、西側と東側に１ヶ所ずつあります。

共有という形で考えています。 

委員：小・中で別々に入ってくるわけじゃないってことで、共有ってことです

よね。 

事務局：そうですね。 

委員長：はい。では、同一でよろしいですか。はい。じゃあ公募する時も１つ

だけ書いていただくという形式でよろしいですか。はい。校名については

そんな感じになりました。はい。よろしくお願いいたします。校章の方に

進みたいと思います。応募しますかというところからですよね。校名と同

様に公募しますか。公募の方法もいろいろあると思うんですけど、去年、

別の地域で、新しい義務教育学校を作る時にデザイン案を募集したんです

よ。５つの小学校から。そうしたら、子供たちで、もうきちんとした形と

して作るんですね。そうするとそれをもういじれないから、それを綺麗に

教育委員会で整えてもらうっていう形で作りました。そういう形なのかそ

れとも、テキストベースで、アイディアだけもらって子供たちから、それ

を誰かデザインできる人に頼んで、デザインしてもらうとかっていう方法

もあるし、様々あると思うんですけど、いずれにしても、公募するか、ど

ういう形にするかちょっと別にしても、公募するかしないかだけ確認した
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いと思うんですけどもいかがですかね。公募した方がいいですか。いいで

すか、どうですかね。はい。 

委員：はい。やっぱり名前よりも、そのデザイン、いろんなパーツが絡んでく

ると思うので、その公募で、どのパーツをどう拾うとかで結構複雑化して

くると思うんですけれども、例えば、デザインの方は事務局なり、我々な

り、そのデザインする方にやってもらってある程度そのアウトライン決め

てから、それをその決まった案をアンケートするとかいう、なんか分離す

ることって可能なんでしょうか。何パターンか作っていただいて、それを

アンケートする。 

事務局：事務局です。今のパターンは、この資料１でいくと、アンケートの実

施っていう前にデザイン化っていうのを、こちらにお願いされてっていう

ことなので、その前の公募がないんですよね。そのパターンでいくと、公

募はもうやりませんよってことなので、次に決めていただくのがデザイン

する人を皆さんで探していただくのか、こちらにお任せするかを決めてい

ただいて、その方にこの学校名はこれに決まりましたから、これに考えつ

くデザインを３つぐらい作ってくださいと頼むというのは、今のパターン

ですよね。ここに書いてあるのとはパターンが違うのと、先ほど委員長が

おっしゃられたのが、公募するってことになると、もう１つパターンがあ

って、完全にこの名前についてっていうデザインを募集して、上がってき

たどれかについて選ぶっていうパターンも公募では考えられます。それと

似たようなのがさっき言った、他のところでやっていたお子さんが書いて

きたものをただちょっと少し手直しするっていうのと、同じ形でもう誰か

に公募で書いてもらったものから選ぶのか、こちらが今出しているものは、

公募と言いながらもデザインを集める公募をするっていうパターンなの

で、いろんなパターンがあるのかな。公募しなければさっきのお話のよう

に、もう次、デザイン化したものを頼んでアンケートに進むっていう形に
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はなります。ただそうすると、お子さんたちの意見は反映ができないよっ

ていうことだけですかね。 

委員長：はい、お願いします。 

委員：校章に対するイメージとして、子供の好みというよりかは、学校の理念、

教育方針、或いは先ほどおっしゃられたように、地域のその特色というよ

うなものを表現することが多いのかなという理解なので、子供はデザイン

が好きなので、やってみたらいっぱい返ってくると思うんですけれども、

校章をせっかく作るのであれば、そのアイディアの部分から考えてもいい

のかなと思います。例えばその学校の名前の頭文字を取って、やさしくと

か強くとかそういう標語を作ることって小学校多いと思うんですけども、

そういう理念っていうところからのアプローチの方がいいなという個人的

な意見があります。なので、子供に限らなくてもいいのかなというふうに

思いました。 

事務局：はい。事務局です。今の回答にはちょっと難しいので、別の視点から

よろしいですか。香取台の見本をお見せしますね。例えば、香取台小学校

という名前で、どういうデザインがいいですかっていうことで、こういう

ふうに書いてもらいました。いろんなパターンがこのように出てきます。

それで、子どもらがいろんなパターンを書いてきまして、結構高学年だっ

たりすると、しっかりしたものが出てきたりします。それで、最終的には、

名前が香取台になりましたので、この中から、部品って何か皆さん入れて

欲しいものとかありますかとかいう形で始まって、最終的にそれをもとに、

デザイナーさんってこういうものを作ってくるんですよ。こういったもの

がパターンに応じてこういうふうに、香取台だから「香」とか書いたり。

だからこういうふうに作ってきて、それにはさっきのような理念とか、こ

ういう学校ですよとか、場所がこうなりますよとかいろんなものが入って

いるので、子供の中で例えば、島名とか香取台は紫っぽいイメージがある
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ので紫色をつけて欲しいとか、いろんなことが出てきて、デザインをして

もらって、成り立ったっていうのが、これが子供たちとか保護者の方から

公募したデザインをもとにやってきたやり方ですかね。あとは新しい学校

なので、理念とかいろんなものって、ご存知だと思うんですけど、校長先

生がいると目標としてこれを掲げていますっていうことになるんですけ

ど、校長先生がまだいない学校なので、教育委員会として、こういうふう

にできていけばっていうことがお伝えできればいいんですけど、そういう

ものがないので、ある程度こういう地域なんですよっていうことはお伝え

できるんですけど、入れられる部分とお伝えできない部分っていうのがあ

る意味出てきてしまうのはちょっとご理解いただくしかないかなと思いま

す。あとは本当にこういった募集をすれば、最終的にはデザイン化ですか

ら、皆さんが、これを入れて欲しいとか、どういうことをデザイナーさん

にお話されるかっていうことにはなるとは思います。子供が作ったものが

そのままできるっていうわけじゃなくって、子供たちとか地域の方たちか

らアイディアを、それが図だったりテキストだったりすると思うんですけ

ど、アイディアをいただいたものをデザインする方に託して、子供とか地

域の方々の考えが入ったものになるっていう。そういうイメージです。今

のこの中で、保護者になるとだんだん当然、デザイン性が長けた方が綺麗

なデザインを作る方もいらっしゃるので、そういったものを選ぶかどうか

っていうのは当然ここから１つ選ぶわけじゃなくて、この作品のどれがい

いとか、例えば、前のデザインとこの羽ばたいた鳥がいいねとかいうこと

であれば、鳥を入れてとかそういうこともいえると思うので、それは皆さ

んの中での考えだとは思います。 

委員長：なかなかここでデザイン案出せって言っても、なかなか難しいと思う

ので、やっぱり幅広く聞いた方が、より新しい学校のイメージに、このま

ま地域の方や子供たちが考えているものが反映されるんじゃないかなと。
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この 10 人ぐらいで考えたものよりは。あとは最初から何も言わずに、何と

か小中ですっていう名前が入り、じゃあデザイナーの方お願いしますって

言った時に、なかなかその名前だけからでは、後でデザイナーの方も情報

集めると思いますけど、思いがこう通じない部分までやっぱりこうアイデ

ィアをテキストでも図でも公募した方が良いのかなっていうのは自分で思

います。前回のところでこれは良くないなと思ったのは、デザインを公募

して、１番、２番、３番と決めてこの中からってやったんですよ。５地区

あるから、うちの小学校の子供のやつがないみたいな、そういうふうなこ

とになっちゃったので、やっぱり出てきたものでやるんじゃなくて、アイ

ディアをいっぱいいただいて、考えてることとかいただいて、デザインし

てくださる方に託すっていう方が、より納得感のある校章ができるのかな。

あとはおしゃれなものができるんじゃないかなって思いますがいかがです

か。 

委員：私も今の意見で賛成では、そのアイディアとしてもらうという意味で、

ちょっとそういうのを公募の段階で付け加えておいてあくまでも、このま

ま図になるわけではありませんよっていうな、付け加えた上で、出してい

ただければ、そこから皆さんで、良い部品を選んで、デザイナーさんの方

に渡して、その先を進めていただくっていう方が、やっぱり実際に通う子

供たちであったり、その地域の方であったりの思いとかが入ったものがで

き上がっていくんではないかなと思うので、私自身も絵でもテキストでも

いいので、いろんな形で意見をもらった方がいいかなと思います。 

委員長：はい、お願いします。 

委員：私も、もちろん公募でアイディアをもらうのは大賛成で、ただこれは、

たくさんアイディアをもらったものを形にしてくださるのは事務局さんの

方ですよね、きっとこっちでそのパターンの話なんですよね。 

事務局：事務局です。我々の中でお願いされた時には、どなたかを探すように
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しますけども、あくまで最終手段だと思っているので、可能であれば、皆

さんのお知り合いなのか、誰かができるんでやっていただいても構いませ

んし、前回他のところではそのデザインを募集した時に、デザイン長けて

るので、お手伝いしますっていうチェック項目を作ってそこにチェックし

てもらった人がいればその方にお願いするとか、香取台が保護者の方が２

人ぐらいやってくれる方がいらっしゃったので、その方に、先ほどの作品

を全部お渡しして作っていただいたっていうことがあります。アンケート

公募した時に、チェック項目を作ってみるってことをやってみないとデザ

イン会社に勤めているとかデザインやっていたっていう方が、もしかする

とやってもいいですよっていう方がいるかもしれないので、それはちょっ

とアンケートを採ってみないとわからないんですけど、そういう方がいれ

ば、その方にお願いするっていうことも１つの案だと思います。 

委員：はい。この誰がやるのかというところなんですけども、一般に公募しま

す。いろんな子供たちが書いてくれて、電子のものが事務局さんの方にす

ごい数が来ると思うんですけども、それをある程度こう絞り込んだりする

んですか。もうそのまま生で我々の方に来てしまう感じですか。データが

来て、そこから絞り込みというか、調整というのは事務局でこれを拾って

いこうっていうのをこっちで決めるのか。その辺の役割分担というのはど

うなのかなと思いました。 

事務局：はい、事務局です。今回のパターンでいくと学校名が決まってから公

募するってことになれば、それについて子供たちがデザインをいっぱい書

いてもらえば、そのまま来ますので、それをうちでは並び替えするかどう

かですかね。例えば低学年で来たのはこれですよ、高学年で来たのはこれ、

保護者さんからっていうのがこれという形ですべて皆さんにここでお見せ

しますので、それで、例えば、その次のパターンですけど、デザイナーさ

んが誰かっていうのが決まった中で、どう頼むかっていうことになるので、
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今回集めたものがこんだけいっぱいありますよ、それでお任せして、我々

が考えている学校はこういうものだから、それに見合うものをこの中から

選んでもらいましょうっていうお願いするパターンなのか。例えば何個上

がってくるかわかんないですけど、皆さんが見て、この例えば５番の絵の

この部分が良いからこれ入れてもらうようにお願いしてくださいって頼ま

れるかっていうことだと思うんですよね。丸々全部お願いしてしまうか、

皆さんが見て、どこのパターンのこれだけ取りたいとか、このようなイメ

ージで作ってもらいたいとかいう思いは頼み方次第だと思うので、それは

実際やってみてからかなと思います。どういったパターンでも、お願いす

ることはできるかなとは思いますけど。 

委員長：公募はするということで、公募して様々上がってきますので、候補を

絞り込んでデザイン化に関する調整をここでするか、それとも全部まとめ

てデザインしてくれる方に託すかですけども、それはちょっと置いといて

も、公募して、デザインを絞り込んで、デザインしてくださる方に託して、

きちんとした案として何点か出してもらって、アンケートを行って、ここ

で決を採るという流れでよろしいですか。とすると資料１のこの流れでや

っていくということで、お願いをしたいと思います。公募する対象はあれ

ですかね、校名の時と同じぐらいの幅でいいですか。だから、両校にいる

児童生徒、保護者、それから私たちの地域在住の未就学児のいる児童世帯

ほか、その地域の方ということで、校章についても公募していくというこ

とでよろしいでしょうか。 

委員：１つ質問ですか。先ほど校名の最終決定は９月頃っておっしゃっていた

と思うんですけども、ここで校名案の決定を経てもまだ決定ではないんで

しょうか。 

事務局：はい、事務局です。校名と校章の違いになるんですけど、校名につい

ては、申し訳ないんですが、みどりの学園義務教育学校っていうふうにな
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るのと同じように、他の学校と同じなんですが、条例に載るものですから、

条例の可決をしなきゃいけないので、議会を経て、正式決定になります。

この校名案を皆さんで話し合っていただいて、最終的な候補を挙げていた

だいて、それを議会にかけて、同意されれば、初めて校名として正式にな

るんですけど、議会が終わらないと仮称が取れないです。校章については、

仮称とかもないので、ここで最終デザインが決まったらほぼもうそれが付

くようなイメージの形ですけど。大体今まで見ていると準備委員会で上が

ってきて最終候補はそのまま議会では承認されています。当然皆さんから

のアンケートを採って、皆さんの思いのこもった名前ですから、議会で変

更とはならないと思いますが、議員さんが判断することなので、申し訳な

いけど条例ですから議会での可決がされないと、最終的な決定てはなりま

せん。今お話した通り議員さんが決めることなので何ともお伝えできませ

んけど、この行程ですね。その最終までな成り立ちの行程を見ていただい

て、皆さんが関わって皆さんが決めたものですよっていうことを理解いた

だければ、そのような形にはならないと、皆さんの意見を反映しているん

ですかっていうことは、議員さんも多分確認をするような形になると思う

ので、ちゃんと皆さんにアンケートを採って決めてきたんですよっていう

ことになれば、ひっくり返るっていうのはそうはならないんじゃないかな

とは思いますが、ちょっとそこは最終を見てみないとわからないです。 

委員：話が逸れちゃうかもしれないんですけど、何か商品名とかつけるときっ

て、何か審議みたいのあるじゃないですか、その名前を使っていいかどう

かとか、そういう感じでその学校の名前とかって他県のいろいろ兼ね合い

っていうかそういうので、やっぱり決まったけど議員さんも OK したけど

も、やっぱり駄目だったよみたいなことがまずあるのかなっていうのがま

ず１つと、市議会で決定されるのっていうのは、もっと先のことなんです

か。それともこの 10 月下旬の付近で決定されるんでしょうかってその２点
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をちょっと教えてください。 

事務局：はい、事務局です。学校名は全国数を見ていただくと、同じ名前の学

校は極端な例えば、東小学校ってなると、その前に何とか市立っていうの

が違うだけで、東とか、第一とか付くのは全部あると思うので、同じ名前

になっても商標登録とちょっと意味合いが違う部分があるので、名前は大

丈夫ではないかなと思います。一応確認はします。ただ、その点でいくと、

校章の方はデザインが会社とか何かやるのでそれはちょっとこちらでも確

認する時は出てきますので、名前はそれで、行く形にはなると思うんです

けども、９月が最終で決めていただかないと、10 月の教育委員会で通学規

則を決めて、それが決まったら次の 11 月に今度は実際のその通学区域にお

住まいの方全員に就学通知をお出ししなきゃいけないので、そこが最終な

んですよ。令和６年の４月に開校ですので、５年の 11 月に就学通知を出し

ます。就学通知を出すには通学区域が決定しなきゃいけないので、通学区

域を 10 月の教育委員会で決定しなければいけない。それで、その通学区域

が決定する前提っていうのは、学校の名前が決まってなきゃいけないので、

議会で決めるものなので、議会は３の倍数月ですね。ですので、一番直近

でやるのが９月なので、そこで掲げるというのが最終のリミットなんです

よ。９月の議会で可決しないとそのあとには遅くて無理なので、そこより

前っていうのは今まではないので、今のところ令和５年の９月の議会で、

名前を決定していただくっていうスケジュールでいます。 

委員長：校章のスケジュールなんですけど、地域の方や子供からアイディアを

公募している期間中に、子供にやらせるとすると、授業とか、宿題とかっ

ていう形になっちゃうんですけど、ちょっと苦しいかなって思うんですね。

長期休みを含めた中でのデザイン化だったら多少余裕があるのかなって思

うんですね。校章は特に議会とか必要がないから、多少ずれ込んでも大丈

夫ですか。校章のこの資料１に作っていただいた校章案の方の期間をもう
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ちょっと後にというか、長くすることは可能ですか。 

事務局：事務局です。はい。今のお話はこの資料１でいくとデザイン化ってい

うのが 12 月上旬から中旬って書いていますよね。それよりも後まで公募を

したいってことですよね。冬休みをあけるってことは、この緑で書かれて

いるデザイン化をもうちょっと後にすることはできるんですかっていうこ

とですよね。これは、この校章については条例とかはないですよっていう

お話はしましたけど、門とか学校の建物の外壁に付けたりするので、その

設計上の問題が出てくるので、ちょっとそれを調べて次回ということでよ

ろしいですか。 

委員長：了解しました。 

事務局：おそらくその校章って今お話させてもらった通り、建物と校旗、また

ですね、作ったりする部分が出てくると一番建物に影響が出てくる部分が

あるので、ちょっとそこをまた教育施設課の方で最終リミットがいつかを

見てですね、次回でよろしいですか。 

委員長：はい、わかりました。そうすると期間はそれ聞いてから決めるとして、

一応ここまでで、この２つの協議については、よろしいですか。 

事務局：委員長ありがとうございます。１点確認なんですけども、校名の公募

についてというところで、対象の方はこちらの記載プラス地域の方ってこ

とで決定したと思うんですけども、児童生徒さんは１人１票ということだ

と思うんですけども、保護者さんは１人１票にするのか、それとも１家庭

で１票、例えば児童さんと高校生のお兄ちゃん、お父さん、お母さんって

言った場合は、児童さんが１票で、その家庭、お父さん、お母さん、兄ち

ゃんで１票にするのか、それともそれぞれ１票ずつにするのか。そこはい

かがですか。 

委員長：家庭で１票というのはできるのかな。例えば電子投票みたいにしたら、

スマホ持っている数の分やりますよね。そういうものの制限はできるんで
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すか。各ご家庭１回にしてくださいねってやった時に。 

事務局：保護者さんの電子申請に関しては、重複を避けるために在籍している

児童生徒の学年とクラス、名前を入れていただいて、重複している場合は

それをはじくような形で研究学園小・中ではやっております。ですので、

研究学園小・中に関しては１世帯で保護者は１回のみ、児童生徒は、在籍

している子供が１人１票という形で応募していただいています。研究学園

小・中の場合は、つくば市在住の方も応募対象者に含めたんですが、いば

らき電子申請サービスを利用する場合はメールアドレスを登録していただ

いた上で、回答をいただくようになるので、メールアドレスを重複してい

る場合は、もう基本的に申請もできなくなりますので、１メールアドレス

１回、まあ個人が２つ、３つメールアドレス持ってしまっていて、それで

何回も申請することはもう私たちもそれはちょっと申し訳ないんですが防

ぐことができないので、１人１回でお願いしますというような周知の仕方

をしております。 

事務局：事務局です。例えばみどりの学園の方にお子さんが３人いたとしても、

保護者の方は１回ということになります。子供は１人１票で、世帯で１つ。 

委員長：はい、お願いします。 

委員：先ほど未就学児の応募の周知について、ちょっと曖昧というか、どのよ

うにして、これから小学校に上がってくる保護者の世帯に知らせるのかっ

ていうのは、市のホームページとかそういった学園ができますよ、小学校

ができますよっていう、特設のホームページ内で知ることしかできないん

でしょうか。それとも先ほど言ったように何かポスターか何かで知るしか

ないのでしょうか。 

事務局：はい、事務局です。基本的にはホームページで告知する形だとは考え

ています。それと、先ほど言ったフェイスブックとかツイッターというこ

とができればと思うんですけど、あとは、カスミとか、今掲げてあるとこ
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ろにはできるんですけど、保育施設については、幼児保育課からお願いし

て設置してもらえればなんですけど、今のこのみどりのと谷田部南の学校

区にあるところにだけっていうところにはお願いして、掲げてもらえばで

きることはできるとは思うんですけど。幼稚園と保育所って、小学校とか

と違って学区ではないので、そこに住んでいる方が他の幼稚園とか保育所

行っていると、追跡まではできないので、ある程度、施設に貼るのはもう

限られてしまったところにしかできないのかなと、ホームページで見ても

らうしかないかなとは思うんですけど。 

委員：ありがとうございます。先ほどフェイスブックとかその SNS を使って、

告知するっていうお話だったんですけど、そうなると地域に住んでいる人

にお願いしますっていう形で告知するとしても、全体に知れ渡ることにな

るじゃないですか。なので、さっき、研究学園で７日間で 46 の応募と言っ

ていたので、それであれば、そんなに大きい数じゃないんだったら、特に

こう地域って決めなくても例えば、幼稚園の学区内にある幼稚園とか学区

外に通っていらっしゃる方も結構多いと思うんですけど、幼稚園とかにそ

のポスターでもいいですし、今って緊急メールが小学校にもあると思うん

ですけど、そういったメールにみどりのに新しい学校ができるから、そこ

の例えば地域に、先ほど限定すると決まりましたけど、地域に住んでいる

人は応募できるよという形で、そういうメールも使って告知するともうち

ょっと興味がある人しか市のホームページとか多分覗かないかなと、あと

ママから聞いて今募集しているよっていうそういう口コミだけになってし

まうかなあと思うので、特に地域の方で決めたいというのもあるんですけ

ど、告知するのであれば、この一般の 46 件を考えると、そんなに限定しな

いでもいいのかなとは、ちょっと先ほど決まったのにあれなんですけど、

ただ、その保育園とか幼稚園には地域の保育園とか幼稚園を中心に、メー

ルか何かで、こういうここのサイトで募集していますよと配信すると、地
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域の人は興味があれば開くし、興味がなければ開かないと思うので、一般

公募としてこう、なんだろう、つくば市って大きいですけどそんなにこう

括らないでもいいのかなっていうのが、ちょっとあったんですけど、はい。 

委員長：告知は幅広くするってことですよね。告知は幅広くいろんなメディア

を使ってやるけど。 

委員：ちょっとポスターだけではね。 

委員長：気づきにくいかなっていうところがあるのであれば、できるだけ様々

なメディアを使って。 

委員：告知はするけど応募できるのは、地域限定でもいいと思うんですよね。

その方が広まると思いますね。はい。 

事務局：事務局です。メールなんですけど、今回は学校の児童生徒さんは皆、

自分が通う学校なので当然メールを送っていただくのはできると思うんで

すけど、民間とかその保育所、幼稚園って、我々がアドレスを全部管理し

てるわけじゃなく、個人個人になってしまうので、そこの施設さんにメー

ルを送って、お願いしますっていうことしかお伝えできないかなというこ

とにはなってしまうと思うんですよね。それで、その民間の例えば、保育

所なり幼稚園さんが登録している保護者さんに送るかは判断していただ

く。当然、この学校区でない方にも登録されているので、そこから、何で

送られてきたのって声が出てくると思いますので、それを嫌われる施設さ

んだと送らないっていう形にはなってしまうので、我々もそこは、ちょっ

と民間さんとかなんかにはお願いしてということまでしかお伝えできない

です。後はホームページに載っているから見てくださいっていうことをお

伝えできるかどうかかなとは思うんですけど。 

委員：はい、ありがとうございます。もう全然、お願いベースでいいとは思い

ます。はい。それで、決めるのは見た側が決めれば、判断すればいいかな

と思いますので、ただその１つのツールとしてもうちょっと何だろポスタ
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ーだけじゃなくってそのフェイスブックとか使うのであれば、幼稚園とか

そういった方に知らせる、もうちょっとこう、何だろう、１つの選択肢と

してあってもいいのかなと思ったのでちょっと発言させていただきまし

た。はい。 

委員長：はい、お願いします。 

委員：今のご意見を引っ張らせていただいて、未就学児の方々は、ある程度市

役所さんの方で来年入る人の分は多分、分かっているかと思うんですけど、

例えば、郵送じゃないですけど、そういった手は使えないんですかね。郵

送にしちゃうと、郵便代がかかってくることになるんですけど、こういう

ことをしますよっていうお知らせを郵便じゃなくても、そうなってくると

区に市役所のお知らせとかを区で配っていたりはするんですけど、それも

入ったり入らなかったりするんですけど、プールを作りますよっていうお

知らせとかは、自然に入っていたり、ポストに入っていたことが、それは

郵便ではなくって、お知らせだけが入っていたことがあったので、その手

を使うじゃないですけど、そしたら目につくのかなと思います。 

事務局：事務局です。今のそのプールのパターンっていうのは、スポーツ施設

整備課だと思うんですけど、どういった形でお出ししたかっていうのは確

認しなければとは思うんですが、データ自体、我々も持ってないんですね。

皆さんの今学校に通われているお子さんっていうのは、当然就学の事務も

しているので、その方のご住所っていうのがわかるんですけど、それ以下

の年齢のお子さんとお子さんがいない世帯の方って、我々把握ができない

んですよ。当然この個人情報の分野なので。住民記録を扱っているところ

とかのものを申請をした上でどうするかっていうことになったりするの

で、そういったことも含めてデータを確認しないと難しい部分があるのと、

どれだけの範囲まで及んでしまうかっていうこと。先ほどは未就学児と言

いながらも、みどりの学園と谷田部南小に在籍している児童生徒さんと保
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護者さんプラス、この学校区にお住まいの方全員だと思うんですよね。そ

れが外れるか外れないかっていうことになってきた上で、どこまで郵送っ

ていうことになると、希望がどれだけかっていうのと、どういうふうな抽

出をするかっていうのがちょっと難しくて、この時間内での通知っていう

のがどうするかっていうのが非常に難しくなってくるので、まずはホーム

ページがいろいろできるんですけど、先ほどのツイッター、フェイスブッ

クでいくと確かに範囲が広がりますので、学校区内の在住者っていうのが、

どこまで広げられるかっていうことも含めての話になってくるかなと、そ

の上で、個別の郵送っていうのはちょっと今までのデータも含めて確認し

ないとどれだけか、相当な準備をしてやったんじゃないかと思うので、そ

の上でお知らせっていうのと変わってくるかなと思います。 

委員：個人的に、つくば市からの広報情報としてよく見るのは、広報つくばと

いうものと、つくば市かわら版っていうものと、あとつくスマ、あとはラ

インのつくば市のお知らせなんですけれども、皆さんそれぞれ媒体が違う

と思うので、これがいいっていうのは、私はわからないんですけども、今

挙げたようなものに、小さくても、これを募集します、地域の方はどうぞ、

みたいな形の導入を入れていただくことは可能なんでしょうか。それとも

また、管轄が違うことになるんでしょうか。 

事務局：事務局です。現時点で、広報については記事を掲載するのが今回９月

１日からの実施なので、もう７月で記事が締め切られているので、広報に

は載せることはできないです。かわら版も今のところ難しいのかな。つく

スマには載せることができるのかな。プラス、ホームページですかね。と

いう形にはなるかとは思います。 

委員：例えば校章案についてまだ時間的な余裕が、その点ではあるので、掲載

する可能性としては残っているということになりますか。 

事務局：事務局です。校章を広報で募集するっていう形ですか。 
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委員：そのように議論が今日進んだと思います。 

委員長：公募のその告知の仕方が、様々あるんじゃないかっていう話ですね。

だから広報つくばに載せるやり方もあるし、つくスマに出してもらうし、

フェイスブック、SNS で可能ならばそういうのにも載せる。そこで募集す

るというよりかは募集していますのでっていう告知を掲載してもらう。様

々なメディアに載せたいっていうことですよね。可能ですか。 

事務局：広報は間に合うようになれば、募集の記事を頼んで、スペース的な問

題があれば、可能は可能かと思います。ちょっと交渉してみないとってい

うことにはなりますが。 

委員長：結局、募集範囲ですよね。誰を対象としたことにするかを決めていた

だいた方がいいのかなと。例えば、広報に載せました。ここに載せると当

然筑波地区とかにもいくけれども、応募できるのはこの学区内の人だけで

すよって言ったら相当範囲が狭まってしまうので、あの範囲については先

ほどここでみどりの南小地区にお住まいの方々。子供も含めてっていうこ

とで確認しているのでは、広げることはないと思うんですけど、ただその

告知の方法を、様々な方法でやれればいいよねっていうことですね。もち

ろん、公募していただく方は限定しているということです。そういうこと

もできます。間に合えば、許されればできるんですよねってことですかね。

事務局としては。 

事務局：事務局です。広報に出すとなると、11 月からの募集っていうことにな

れば、９月中、９月の早い段階じゃないと 11 月号の記事が応募をお願いで

きないということにはなってしまいます。 

委員長：わかりました。はい。いろいろ急いでやるわけにはいかないと思うの

で、間に合うものについては出していくっていう、そういうスタンスでい

いんですよね。11 月の広報に全部出さなきゃいけないから、もっとこの会

をいっぱい持って決めていくっていうことは考えてないし、間に合うとこ
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ろで出していただければいいと思います。協議はいいですかね、これでね。 

事務局：ありがとうございます。あともう１点なんですけども、児童生徒用の

公募用紙の確認なんですけども、参考資料の方で、研究学園の公募用紙を

出させていただいたんですけれども、今回の公募もこのような形で、小学

校・中学校、２つ分かれているんですけど、それは１つにした形で、あと

理由と名前が載っている、こんな形でよろしいでしょうか。 

委員長：はい、ではその形でお願いします。 

事務局：ありがとうございます。あと次回のスケジュールの方をお願いいたし

ます。 

委員長：次回のスケジュールですけどもさっきの話、さっきの感じでは 10 月の

１週目ぐらいにあればいいなんて話でしたっけ。10 月の１週目っていうの

は、３日からのところでいいんですか。10 月７日が第１希望ということで、

駄目だった場合は、そうですね、さかのぼっていきましょう。 

委員：ちょっと一つだけ、数週間前なんですけど新聞で、最近の小学校、中学

校もかもしれないんですけども、上履きをなくす動きがありますみたいな

のを見て、私以前通っていた小学校、上履きがなくて皆さん下足だったん

ですけども、つくば市にそういう例っていうのはあるんでしょうか。それ

とも学校にお任せという感じなんでしょうか。昇降口とかの関係があるの

で、設計とかと絡みなのかなと思うんですけど。すごく個人的で申し訳な

いんですけど、分けない方が現代的な気が、いろいろな意味で、その安全

性とか、あとは何ですかね、もし検討できるんだったらと思っています。 

事務局：事務局です。全部の学校を調べているわけじゃないので、何とも正確

な答えができないんですけど、上履きがない学校っていうのはないんじゃ

ないかなと思います。その中で、要は指定なものがあるか、指定のものが

ないか。例えば全員同じ白に青いラインを買ってくださいって言っている

学校があるのかないのかっていうことなのかなと思うんですけど、その先
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で全く上履きがないっていうのがあるかどうかってあまり聞いたことがな

いような気はします。それは、新しい学校について今後は、中学校もあり

ますから、この後、体操服・制服を決めていく中で、上履きを指定品にす

るとかしないとかどうするかとかも含めて、皆さんで話し合っていただい

てっていうお話です。 

委員：上履き自体は、もうありきというところなんですか。つくば市に限って

はない可能性が高くてっていうことですよね。他県ではあるっていうのは、

報道もありますし、自分の経験からもそうなので、新しい学校なので１つ

検討してもいいのかなとは思ったんですよね。はい。そうですね。あとは

図書館とか、はい。例えば避難訓練で、みんな昇降口にバーッと集まって

バーッと外に出ていくところでの危険性は回避できるとか、例えば雨の日

に昇降口が混み合わないとか、メリットがあるから採用しているところが

あると思うので、私も深く理解があるわけではないですけれども、もちろ

ん入る前に、すぐ教室というわけではないと思うんですけれども、今、上

履きを使っている学校よりかは、もちろん、ちょっと汚くなるのが早いと

かあると思いますけど。 

事務局：よろしいですか。事務局です。その上履きがない、土足だっていうの

は大学とかの様なことになるのかなと思うんですけど、施設自体の問題が

今度出てきます。デザイン的なものが、例えば、学校って教室の床が全部

木材で出来ているところで、運動靴そのままでもいいですよってなると、

素材との問題は今度どうかっていうことになってくるのか、設計まで及ん

でしまうことになるかわからないので、それはもう、今の段階何ともお話

のしようがないかなと思うんです。 

事務局：今の学校、今回のみどりの南小学校・中学校に関しましてはもう下駄

箱を設置する方向で考えております。床の方はフローリングなんですけれ

ども、こちらやはり水にあまり強いものではないです。 
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委員：はい。当然そのようなご回答になるっていうのは理解しつつ、一応ちょ

っと１つの何かアイデアが出せればなと思いました。 

事務局：ありがとうございます。そうしましたら、次回の予定は 10 月７日とい

うことでよろしくお願いいたします。それでは、これをもちまして、第２

回（仮称）みどりの南小学校、みどりの南中学校の開校準備委員会を終了

いたします。本日はお忙しい中どうもありがとうございました。 

４ 閉会 

 


